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けです.これには理由があって,分蜂期の把握,

飼養中のハチ群の管理上の役割,ハチ群を死滅

させず維持しながら採蜜する方法と関連による

ものです.

この ｢連年｣型の場合,ハチの分蜂期,ハチ

群を拡大するために2つの手段が用いられま

す.一つは ｢単年｣型の事例と同様にミツドゥ

を適所に仕掛け,山野から飛来するハチ群をミ

ツドゥに誘引するというものです.もう一つは

所有しているハチ群から巣別れする分蜂群を捕

獲し,新たなミツドゥに営巣させるという方法

です.これには分蜂して近くの枝木に蜂球とな

ったハチ群を,袋などで捕獲し,人為的に別な

ミツドゥに入れる場合と,分蜂したら飛来しそ

うな付近の適所にミツドゥを仕掛け,飛来する

のを待つのです.｢連年｣型の場合,このよう

にいくつかの捕獲の方法を組み合わせ,所有群

を維持あるいは増やしていくのです (図6).

ところで,｢単年｣型である東尾岐地区と ｢連

年｣型の東川地区には,飼養中の管理において

も大きな違いがあります.それは,ニホンミツ

バチの天敵であるスムシ (ハチノスッヅリガ/

ウスグロツヅリガ)の存在を認識しているかど

うかといった点です.東尾岐地区では,人びと

はスムシの存在を知りません.一方,東川地区

では,ハチ群の逃去 ･ハチ群の衰弱の一つの原

因に,スムシの発生 ･繁殖が大きく関係してい

ると認識しています.そのため,東川地区では,

定期的に下から内部状態を確認するという観察

作業を怠らず,また巣房のかす片が台に落ちて

いればこまめに掃除をし,スムシの発生を防ぐ

のです.これもミツドゥの底部を底抜け状にし

てある理由です.

さて,採蜜ですが,この地域では,7月下旬

から8月上旬にかけておこないます.切り取っ

た巣房から蜜をたらす作業において一番よい気

象条件であること,巣の一部を取り去っても,

再び,越冬で必要とするだけの蜜を貯蔵できる

期間を残しておく,といった理由です.

採蜜の方法ですが,一つは採蜜するミツドゥ

と採蜜しないミツドゥを区別し,採蜜するミツ

ドゥはハチもろともすべて取ってしまうという

ものです.この場合,採蜜した巣箱のハチ群は,

｢単年｣型と同様に死滅,逃去することになり

ます.

もう一つの方法は,巣をすべて取り去らず,

その一部を残し,ハチ群を維持するというもの

です.複数の巣箱から存続させるものを選択す

るのではなく,巣箱個々にハチ群を維持すると

いうものです.

この方法は,書や振動に敏感で,腺病なニホ

ンミツバチの習性をうまく利用した採蜜方法で

す.この採蜜方法は,まず巣房が壊れぬように

ミツドゥを静かに上下逆さまにします.この状
むしろ

態を ｢はのけ｣と称し,次に円錐形に丸めた延

を上になった開口部にかぶせるのです.つまり,

開口部と開口部を合わせるわけです.そうしま

したら,ミツドゥの側面を下の方からゆっくり

上の方へと金槌や木槌でトントンと叩きます.

すると,ニホンミツバチは,上へ上へとあがり,

最終的に迄へと移動していくのです.ほとんど

のハチが延に移動したのを見計らい円錐形にし

た延を,そのままの状態でミツドゥからはずし,

一時,少し離れた場所へ置いておきます.

ほとんどハチがいなくなったミツドゥから,

内部の巣房を 10枚あるとすれば4-5枚切り

取ります.その際,巣房の天井と側面部分の接

着部を切除するために,2種類の小さな鎌状の

刃のついた道具を使用します.

必要なだけの巣房を切り取りますと,ミツド

ゥの上下をもどし通常の状態にします.そこへ

円錐形の延に移動させておいたハチ群を再びも

どすわけです.

今度は,延へ移動させたときとは反対に延を

できるだけ下にし,ミツドゥの開口部に近づけ

ます.すると,ハチ群は少しずつミツドゥの方

へと移っていくのです.これで,巣房の切り取

りは終了し,うまく元のミツドゥに戻ったハチ

は.2,3日で通常の訪花活動を開始するよう

になります.

切り取った巣房から,蜜をしぼる作業ですが,

東川地区では,大きな鍋を下に置き,その上に

切り取った巣房をザルやネットに入れてのせ,

日光や気温で自然に蜜がたれ落ちるのを待つの



です.このように夏の日差しを利用して蜜をし

ぼります.それは ｢しぼる｣というよりもむし

ろ｢たらす｣といった方がよいかも知れません.

東川地区の場合には,このような形態を有して

いるのです.

このようにニホンミツバチの伝統養蜂をみて

いきますと,｢単年｣型と ｢連年｣型に類型で

きる2つの基本的形態に類型をみいだすこと

ができるのです.しかも.東日本は ｢単年｣型

の,西日本は ｢連年｣型の傾向を強く示すとい

うように,養蜂形態の違いが ｢地域差｣として

表れているのです.

さらに,このような ｢地域差｣が生まれる要

因には,次のような環境とのかかわりというこ

とも指摘しておかなければなりません･｢ヤマ

バチば,毎年来るものだ｣といい,春に捕獲し

たハチ群を,秋には死滅させて蜜をしぼる東尾

岐地区の養蜂は,一見,残酷で,資源の枯渇に

つながるように映るかも知れません.それに対

して東川地区の養蜂は,ハチ群を死滅させない

ようにして維持しようとする技能が勝ってい

る,といった評価があたえられるでしょう,狭

義に養蜂の知識や技能だけをみると,確かに

そうなのですが,それぞれの地区周辺の自然を

含めここに表れた状況を検討してみますと状況

は一変します.東川地区では,古くから針葉樹

の植林がおこなわれ,大部分が人工林におおわ

れハチの営巣に適したような雑木や野生の訪花

植物が少ないに気づきます.一方,東尾岐地区

は,降雪や標高の高い山々に囲まれているとい

う環境が針葉樹などの人工林の造林を妨げ,ハ

チ群が野生で営巣できるブナや トチなど落葉広

葉樹といった環境が少なからず保たれているの

です.

伝統養蜂の形態の差異を考える上で,こうし

た環境についても考慮にいれておかなければな

らないのです.

伝統養蜂の ｢労働｣と ｢資源｣の性格

自然からハチ群を獲得し,これを飼養し,最

終的に蜜をしぼるという一連の流れの中で,知

識や技能を展開させる伝統養蜂は,少なくとも
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一つの ｢労働｣であることはいうまでもありま

せん.伝統養蜂を ｢労働｣という視点でとらえ

たとき,形態的には大きく二つに類型できるこ

の伝統養蜂には,他の ｢労働｣とは異なる伝統

養蜂に共通したいくつかの特徴を兄いだすこと

ができます.

これまで何度かニホンミツバチの伝統養蜂

は,対象であるミツバチを常に ｢自然へ依存｣

することによって,存立 ･継続していると申し

上げてきました.

都市化され近代化された今日の生活に目を移

してみても,生活に必要な ｢もの｣は,直接あ

るいは間接的に自然の資源に依存しなければな

りません.ニホンミツバチを ｢自然資源｣と置

き換えてみたらどうでしょうか.

伝統養蜂には,自然資源の利用の原初的と

いいますか,原型的といいますか,ヒトが ｢自

然資源｣を,どのように (認知),そして (加

工)し く利用)してきたのかという ｢自然資

源の利用｣におけるヒトの側のかかわりかた.

役割が顕著にみいだせます.まさにこの具体

相こそが伝統養蜂のもつ ｢労働｣の特徴の一

つです (図7).

さて,ニホンミツバチの伝統養蜂は,資源と

してのミツバチを ｢自然に依存する｣という

特徴をもっているのと同時に,一方で野生の

ミツバチを生かしたままの状態でヒトの管理

下におこうとする行動 (飼養)も併せ持って

います.このような ｢自然 (野生生物)｣をい

かに ｢文化 (生活や生業)｣において組み込む

か (利用するか)という思考は,ヒトが野生

生物を ｢家畜化｣してきた過程,あるいはそ
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の前段となる ｢半家畜化｣の状態を考えてい

く上での重要な指標を与えてくれるのです.

最後になりますが,伝統養蜂の ｢労働｣とし

ての特徴には,もう一つ興味深い点がありま

す.それは伝統養蜂が,家の生計を支えるよう

な生業,あるいはそれに準じるような副業とい

った生産活動として位置づけられているもので

はなく,どちらかといえば,｢遊び｣や ｢趣味

的｣といった性格を強くもっている点です.義

蜂家の方でしたら,ミツバチを飼うことはまさ

に本業であり,それが経済的基盤となる.しか

し,伝統養蜂の場合,そうではない.ニホンミ

ツバチを飼養しながら本業はちゃんともってい

て,生計活動にはこまらない,伝統養蜂に従事

しなければ生活できないといったものではない

のです.つまり,経済的意味合いがほとんどな

いに等しい ｢労働｣といえるのです.

近年,こうした生業や副業にも属さない,｢遊

び｣ともいえそうな (取るに足りない)生産活

動に関心が集まっています.人類学者の松井健

さんは,これをマイナー ･サブシステンスと呼

び,その特徴として,1)経済的な意味は,そ

れほど大きくない.2)しかし,ある程度の経

済的意味はあり,その成果は換金された以上に

高く評価される社会性を有する.3)十分な技

法的習熟が要求される.4)自然との密接なか

かわりを示す.5)比較的単純な技術水準にあ

って,それゆえに,高度な技法が必要とされる.

6)従事者はごく少数,7)ときには生業や生活

に制限を加えることもある,などを指摘してい

ます.伝統養蜂の従事者は,農業,林業あるい

はサラリーマンといった職業をほとんどがもっ

ています.ハチの分蜂期は,田植えなどの農繁

期と重なり,時にはそれに優先したりもします.

採った蜜は多くが自家用ですが,ときには高値

で取引されたりもするのです.そういった点も

含め,ニホンミツバチの伝統養蜂は,まさにこ

のマイナー ･サブシステンスに範暗に属する生

産活動なのです (図8).

まとめ

そろそろまとめにしたいと思います.以上の

ように,ニホンミツバチの伝統養蜂を見てまい

りますと,伝統養蜂それ自体のもつ精微,伝統

養蜂を通して考えることができる自然とヒトの

生活とのかかわり,自然や環境の問題など,多

くの興味深いテーマがこの中に含まれているこ

とがおわかりいただけたのではないかと思いま

す.

今日,日本に2種類の養蜂が存在するわけで

すが,それぞれに異なる歩みをもち,目的や役

割が異なっています.ミツバチという昆虫をあ

っかい,日本の自然と生活と深いかかわりをも

つという点で,それぞれが興味深い対象だと考

えています.中でも私がニホンミツバチの伝統

養蜂に関心をもっているのは,経済的にはマイ

ナーな生産活動でありながら,自然とヒトとの

かかわり,さらに自然を介してのヒトとヒトと

のかかわりを明らかにしていく上で,多くの示

唆を与えてくれるからです.地域の中で,先輩

たちから知識を受け継ぎ,自らも創意工夫をこ

らす技能の特異性,マイナー ･サブシステンス

としての伝統養蜂のもつ社会的文化的意義,野

生のミツバチを利用するという ｢半家畜化｣の

問題,さらには日本人の自然観,労働観など,

従来のミツバチそのものの生態学的研究や養蜂

の農学的経済学的研究とは違った ｢ヒトの側か

らの見方｣,｢ヒトの側がみえてくる見方｣,あ

るいは ｢ヒトの存在を組み込んだ｣アプローチ

があるのだということをご理解いただければ幸

いかと存じます.

ど清聴,ありがとうございました.

(〒965-0807 会津若松市城東町 ト25

福島県立博物館)


